






















































































































































図1　 日中韓フォーサイトプログラムでの研究交流活動の様子。上段左）JSPS A3 Foresight 














































































製したin vitro transcription mRNA（IVT-mRNA）
を用いて、ラット心筋細胞やラット肝細胞等の初
代培養細胞へのVEGF遺伝子の導入に挑戦して















































































胞シ トーを移植）、Control（積層化心筋細胞シ トーを通常の培養皿で6日間培養）した時の積層化心筋細胞シ トーの厚み。
右側の棒グラフ）移植した積層化心筋細胞シ トー組織切片中での血管断面の総面積。サンプルコ ドーは上段に準ずる。
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図4　 温度応答性細胞培養表面上（12 wellタイプ）で作製した心筋細胞シ トーにGFPをコ ドー（上段：（A）,（B））、およびVEGF
をコード（下段：（C））したIVT-mRNAをトランスフェクションした際の顕微鏡像とELISAによる分泌VEGF量の定量。ト
ランスフェクション24時間後の（A）位相差顕微鏡像と（B）蛍光顕微鏡像。（C）遺伝子キャリアーの違いによる分泌VEGF
への影響。Control（トランスフェクション処理なし）、Stemfect（遺伝子キャリアーとしてStemfectを使用した場合）、
LF2000（遺伝子キャリアーとしてLipofectamine2000を使用した場合）のVEGFのELISAによる定量。カッコ内の数値
は定量してVEGF濃度を示す。
